
平成２１年度ウガンダスカウト連盟とのＵＮ－ＨＡＢＩＴＡＴプロジェクト派遣 

派遣員募集要項 
 

２００７年３月、アフリカ地域事務局からＵＮ－ＨＡＢＩＴＡＴ（国際連合人間居住計画）との協働プロジ

ェクトの可能性について提案があり、ＵＮ－ＨＡＢＩＴＡＴとプロジェクト実施候補地となったウガンダの

スカウト連盟との調整を進め、２００８年３月に現地視察準備派遣を行い、第１回の派遣を２００８年 

８月に実施した。今回はその派遣を受け第２回の派遣を実施する。 

日本連盟では２００７年６月の教育本部常任会議においてアフリカ地域への協力を進めることが確認され、

本プロジェクトはその一環となる。 

 

    

目 的  １．国連機関が行う活動への協力を通じて国連への理解を深め、国際協力への気づきを得る。 

     ２．遠く離れたアフリカを身近に感じることにより、世界への意識を深める。 

 

名 称  平成２１年度ウガンダスカウト連盟・ボーイスカウト日本連盟 

ＵＮ－ＨＡＢＩＴＡＴプロジェクト派遣 

 

期 間  平成２１年９月７日（月）～９月２０日（月） １４日間（予定） 

 

場 所  ウガンダ共和国（カンパラ）、ケニア共和国（ナイロビ） 

 

人 員  ローバースカウト８人・指導者２人 合計１０人 

 

経 費  (１) 参加者負担金は一人あたり約３４万円の見込みである（補助調整中）。 

(２) 上記予算は、ウガンダ・エンテベまでの往復航空運賃２５万円（平成２１年９月の同時期で

正規割引運賃）・ウガンダとケニア国内諸経費・服装・備品・準備訓練・派遣団装備品、報

告書作成に要する経費であり、派遣期間中の小遣いは含まない。これらは個人の追加負担と

なる。 

(３) 本派遣は、日本連盟海外派遣貸付金（３０万円以内・無利子・５年以内返済）対象事業であ

る。派遣員内定者は必要に応じて申請することができる。貸付金は審査のうえ決定される。 

 

日 程（予定）– ウガンダ連盟及び UN-HABITAT との調整により期間が前後することがある 

平成２１年９月 ７日（月）ボーイスカウト会館に集合し２泊３日間の準備訓練を行う（９月９日まで） 

   ｜ 

９月 ９日（水）羽田空港から関西空港経由空路エンテベに向かう 

９月１０日（木）ウガンダ・エンテベ到着後、カンパラ市内へ移動 

９月１１日（金）ウガンダローバーとの打合せ、各種打合せ、準備 

９月１２日（土）プロジェクト実施地に移動し、ウガンダローバースカウトと提携プロジェクト 

｜    を実施する（９月１５日まで） 

９月１５日（火）プロジェクト終了後にカンパラへ移動し、評価反省を行う 

９月１６日（水）エンテベより空路ナイロビへ移動 

９月１７日（木）UN-HABITAT を訪問し、評価反省および今後の打合せを行う 

アフリカスカウト地域事務局を訪問する 

９月１８日（金）ナイロビより空路帰国の途につく 

９月２０日（日）日本着、解散 

 

 

 

 

 



 
応募資格：応募者は、次の各項を満たしていること。 
＜ローバースカウト＞ 
(１) 平成２０年度以降継続して登録をしているローバースカウト、または同年代の指導者 
(２) スカウト運動に積極的に参加しており、帰国後も積極的に参加する者 
(３) 日常会話程度以上の英語の会話能力があり、国際協力に関心がある者 
(４) 心身ともに健康で、長期の海外派遣に耐える体力がある者 
(５) 日本のローバースカウトを代表する派遣団員として責任ある行動のとれる者 

＜指導者＞ 
(１) 派遣実施日において、満２５歳以上の指導者 
(２) 平成２０年度から継続して登録があり、応募時点でウッドバッジ研修所（ローバースカウト課程が望

ましい）を修了している者 
(３) 日常会話程度以上の英語の会話能力がある者 
(４) 心身ともに健康で、長期の海外派遣に耐える体力がある者 
(５) 派遣指導者としての役務を果たし、またローバースカウトを支援するに適した経験と資質を有し、さ

らに国際協力に関心のある者 
 

参加申し込み 
(１) 上記の資格を有する参加希望者は必要書類を整え、所属団・地区の推薦（ローバースカウトは所属隊

の推薦も必要）をうけ、所属県連盟の指定する期日までに所属県連盟に申し込む。 
(２) 県連盟は、申込者を選考し、適格者を日本連盟に推薦する。 

２人以上を推薦するときは、県連盟推薦順位をつける。 
(３) 県連盟から日本連盟への申し込みは、次の必要書類を添え平成２１年７月３０日（木）までに行う。 
 

提出書類 
(１) 海外派遣参加申込書(スカウト・指導者別の所定の用紙)      １通 
(２) 海外派遣参加健康調査書(所定の用紙)              １通 
(３) 作文「アフリカで、スカウティングが社会に求められている役割」４００字詰め原稿用紙２枚程度 
    
選考方法 

ローバースカウト・指導者ともに書類選考とする。日本連盟への推薦には「県連盟面接結果通知書」
を添付すること。 

    
申込期日及びその他の期日 

県連盟への申し込み   平成２１年  月  日（ ）県連盟の定める日 
日本連盟への推薦    平成２１年 ７月３０日（木） 
派遣員の内定            平成２１年 ８月上旬 

    
派遣準備訓練 

派遣員として内定後、出発直前準備訓練に全期間参加することで、結団式において日本連盟より派遣
員として任命される。 

 
その他 
(１) 女子スカウトの参加 
 女子スカウトの参加については、女性指導者（ウッドバッジ研修所修了者）の引率が必要となる。 
(２) 派遣の延期または中止 

以下のような場合には、当該派遣が延期または中止されることがある。 
・ 指導者またはスカウトの応募がなかった場合 
・ 渡航先国または地域への渡航延期勧告または危険情報の発出等 
・ 同、ＳＡＲＳ・新型インフルエンザ等の感染症情報の発出等 
・ その他、派遣実施に支障があると判断された場合 
 
                                         以上 


